
 

平成２９年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」 

における新東淀中学校の結果の分析と今後の取組について 
 

 スポーツ庁による「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」について、平成 29 年４月

から７月末までの期間に、２年生を対象として、「実技に関する調査」と「質問紙調査」

を実施いたしました。 

 大阪市教育委員会では、保護者や地域の皆様等に説明責任を果たすとともに、より一層

教育に関心をお持ちいただき、教育活動にご協力いただくため、各学校が調査結果や調査

結果から明らかになった現状等について公表するものとしています。 

 本校でも、調査結果の分析を行い、これまでの成果や今後取り組むべき課題について明

らかにしてまいりましたので、本市教育委員会の方針に則り公表いたします。 

  なお、本調査により測定できるのは、体力等の特定の一部分であり、学校における教育

活動の一側面に過ぎません。本校では、他の教科も含め、総合的に子どもの体力向上をめ

ざしています。 

 

１ 調査の目的（全国体力・運動能力、運動習慣等調査に関する実施要領より抜粋） 

（１）子供の体力・運動能力等の状況に鑑み，国が全国的な子供の体力・運動能力の状況を

把握・分析することにより，子供の体力・運動能力の向上に係る施策の成果と課題を

検証し，その改善を図る。 

（２）各教育委員会，各国公私立学校が全国的な状況との関係において自らの子供の体力・

運動能力の向上に係る施策の成果と課題を把握し，その改善を図るとともに，そのよ

うな取組を通じて，子供の体力・運動能力の向上に関する継続的な検証改善サイクル

を確立する。 

（３）各国公私立学校が各児童生徒の体力・運動能力や運動習慣，生活習慣，食習慣等を把

握し，学校における体育･健康等に関する指導などの改善に役立てる。 

２ 調査の対象 

・国・公・私立学校の中学校第２学年、中等教育学校第２学年、特別支援学校中学部第 2

学年の原則として全生徒 

・新東淀中学校では、２年生 ２００名 

３ 調査内容 

・生徒に対する調査 

ア 実技に関する調査（以下「実技調査」という。測定方法等は新体力テストと同様） 

 中学校調査では、以下の種目を実施する。 

[８種目］ 握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、持久走、20ｍシャトルラン、

50ｍ走、立ち幅とび、ハンドボール投げ（※持久走か20ｍシャトルラン

のどちらかを選択） 

イ 質問紙調査 

運動習慣、生活習慣等に関する質問紙調査（以下「生徒質問紙調査」という。） 

を実施する。 



 

中学校

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび 持久走
２０ｍ

シャトルラ ン ５０ｍ走 立ち幅とび
ハン ドボール

投げ
体力合計点

男子 31.88 26 .12 44 .07 49 .95 397 .90 7 .94 197 .22 23 .73 42 .70

大阪市 29.00 27 .45 41 .55 51 .39 409 .58 84 .05 8 .10 189 .74 20 .39 41 .00

全国 28.89 27 .45 43 .20 51 .89 391 .23 85 .99 7 .99 194 .54 20 .56 42 .11

女子 25.12 23 .37 41 .92 44 .24 297 .51 8 .85 165 .90 15 .18 49 .03

大阪市 24.11 23 .81 44 .70 46 .89 303 .77 57 .92 8 .95 165 .67 13 .06 49 .27

全国 23.82 23 .73 45 .86 46 .76 287 .36 59 .14 8 .80 168 .57 12 .96 49 .97

生徒数 208

　男子は、握力、長座体前屈、持久走、５０ｍ走、立ち幅跳び、ハンドボール投げの６種目は大阪市の平均
を上回り、残りの２種目についは大阪市の平均を下回る結果となった。体力合計点については、大阪市平
均を１．７点、全国平均を０．５９点上回る結果であった。
　女子は、握力、持久走、５０ｍ走、立ち幅跳び、ハンドボール投げの５種目は大阪市の平均を上回った
が、全国の平均を上回ったのは握力、ハンドボール投げの２種目だった。体力合計点については大阪市平
均を０．２４点、全国平均を０．９４点を下回る結果であった。

　水泳大会、体育大会、マラソン大会、球技大会などの体育的行事に向けて、日頃の体育の授業を中心
に、体力向上や技能向上のため、目標記録を設定したり、生徒の記録を提示するなどして、個々の生徒の
意識向上を図りつつ、計画的に取り組んできた。また、タブレットを活用し、自己の動きを客観的にとらえ、
見本となる姿とどう違うのかを自ら発見し、課題克服につなげていけるよう取り組んだ。これらを通して、生
徒自身が自分の課題と主体的に向き合うことができ、意欲向上につながる生徒も多くいた。その反面、規
律ある集団の中に入ることができず、参加できない生徒もいる。さらに自分自身の苦手なことに前向きに挑
戦していこうと思えない生徒も若干名いる現状がある。
　２月から導入したトレーニングルームの活用を積極的に行い、興味関心の向上を図るとともに、日頃のさ
まざまな学習活動の中で苦手なことを乗り越えさせていく手立てを教え、関わり、導いていくことが最重要課
題である。
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